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１ 農業・農村を取り巻く環境の変化

２０年前（１９９５年） 現在（２０１５年） ２０５０年
－２４％

人口 １億２，６００万人 １億２，７００万人 ９，７００万人

高齢化率 １４．５％ ２６．８％ ３８．８％
（６５歳以上の割合）

農業総産出額 １０．４兆円 ８．４兆円
（２０１４年）

農業就業人口 ４１４万人 ２１０万人

耕地面積 ５０４万ha ４５０万ha

＋３２％
世界の人口 ５７億人 ７３億人 ９７億人

１



日本の人口推計

今後、我が国の人口は減少する一方で、老齢人口（６５歳以上）割合は大きく増加し、生産年齢人口（１５～
６４歳）は大きく減少する見込み。

２



農業経営体数の推移（各年２月１日現在）

農業従事者数（販売農家）の推移（各年２月１日現在）

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

１，６１７．６ １，５６３．９ １，５１４．１ １，４７１．２ １，３７７．３ １，３１８．４

単位：千経営体

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

男 性 ２，２７２．０ ２，１５９．１ ２，０７７．６ １，９９４．８ １，８６９．９ １，７４８．６

女 性 １，９３４．８ １，８３５．８ １，７７１．２ １，６９６．８ １，５２９．０ １，４２１．４

合 計 ４，２０６．８ ３，９９４．９ ３，８４８．８ ３，６９１．６ ３，３９８．９ ３，１７０．０

単位：千人

３

資料：平成27年は農林水産省統計部「2015年農林業センサス」、平成27年以外は農林水産省統計部「農業構造動態調査報告書」

資料：平成27年は農林水産省統計部「2015年農林業センサス」、平成27年以外は農林水産省統計部「農業構造動態調査報告書」

（注）農業従事者とは、１５歳以上の世帯員で、調査期日前１年間に１日以上自営農業（受託した農作業を含む）に従事した者。



○ 農村では都市部に先駆けて高齢化や人口減少が進行。集落を構成する人口も減少。

○ 高齢者のリタイア等による農地の荒廃や担い手の不足による生産基盤の脆弱化等が進行。

○ 農業就業者が著しく減少し、農業経営が次の世代に継承されず、貴重な資源や技術の伝承が困難に。

○ 集落の人口減少が、農地や農業用水等の地域資源の維持管理や生活サービスの提供等の継続に支障。
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農家世帯の高齢者の割合

○ 高齢化率の推移○ 都市と農村の人口の推移
（万人）

資料：総務省「国勢調査」 資料：農林水産省「世界農林業センサス」、総務省統計局公表（国政調査）、国立社
会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（中位推計）」（24年1月）

8,612

4,194

都市部

集落機能の低下
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資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

【農地（耕地）面積の推移】 【荒廃農地面積の推移】

荒廃農地：現に耕作に供されておらず、耕作の放棄により荒廃し、通常
の農作業では作物の栽培が客観的に不可能となっている農地。

資料：農林水産省農村振興局「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査」
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○ 耕地面積は、主に宅地等への転用や荒廃農地の発生等により、耕地面積が最大であった昭和36年に比べ
て、162万ｈａ減少。

○ 荒廃農地面積は、平成27年には28万４千haであり、そのうち再生利用可能なものが12万４千ha（43.7％）、
再生利用困難なものが16万ha（56.3％）。

耕地面積の減少

５



資料：農林水産省「生産農業所得統計」

注１：耕種のその他は、麦類、雑穀、豆類、いも類、花き、工芸農作物及びその他作物の合計である。

注２：乳用牛には生乳、鶏には鶏卵及びブロイラーを含む。

注３：四捨五入の関係で内訳と計が一致しない場合がある。

単位：億円

耕種
78,513
(75%) 

畜産
25,204
(24%)

米
31,861
(30%)

野菜
23,978
(23%)

果実
9,140
(9%)

その他
13,536
(13%)

肉用牛
4,494
(4%)

乳用牛
7,917
(8%)

豚
5,059
(5%)

鶏
7,011
(7%)

その他
724
(1%)

加工農産物
781  
(1%)

平成７年

10兆4,498億円
(100%)

耕種
59,396
(70%) 

畜産
25,057
(29%)

米
19,469
(23%)

野菜
20,327
(24%)

果実
7,274
(9%)

その他
12,326
(14%)

肉用牛
4,730
(6%)

乳用牛
7,834
(9%)

豚
4,987
(6%)

鶏
6,889
(8%)

その他
619
(1%)

平成17年

８兆5,119億円
(100%)

加工農産物
666
(1%)

○ 平成２７年の農業総産出額は８．８兆円で、２０年前に比べると約１．７兆円（１６％）減少。
○ 米の割合が低下する一方で、野菜及び畜産の割合が相対的に増加。

耕種
56,245
(64%) 

畜産
31,179
(35%)

米
14,994
(17%)

野菜
23,916
(27%)

果実
7,838
(9%)

その他
9,498
(11%)

肉用牛
6,886
(8%)

乳用牛
8,397
(10%)

豚
6,214
(7%)

鶏
9,049
(10%)

その他
634
(1%)

加工農産物
555
(1%)

平成27年
８兆7,979億円

(100%)

農業総産出額の減少

６



食の外部化・簡便化の進展

７



[2013]

「和食」ユネスコ無形文化
遺産登録決定

[2015]

ミラノ万博開催
テーマ「地球に食料を、生命にエネルギーを」

[2020]

オリンピック・パラリンピック
東京大会

日本及び日本食への注目の高まり 国内外への日本食文化発信等の絶好の機会

今後の国内での取組

日本食文化を未来に向けて守り伝えてい
く、国民的な機運に繋げることが重要。

○海外における好きな外国料理ランキング
・日本料理が第１位
（第２位はイタリア料理、第３位は中国料理）

※2014年3月「日本食品に対する海外消費者アンケート調査」
（JETRO）（海外６都市）

○ 海外における日本食レストラン数
・約８万９千店（平成27年7月時点）
前回調査（平成25年1月時点から約1.6倍

（農林水産省調べ）

大会の成功に貢献するため、日本食での「おもてなし」
・和食で日本の文化を味わってもらう
・木づかいで東北の復興を日本らしさを発信
→大会施設や選手村等の木造化など
・国産畳等の活用で日本らしい大会を演出
→日本文化を体感できる「和の空間」の設置など
・農山漁村で日本の文化を感じてもらう
・世界最高水準の日本の花で日本らしさを演出
→マラソンの沿道やビクトリーブーケ
・「もったいない」精神で環境五輪を印象づけ
→訪日外国人の受入体制の整備を進める

我が国の農林水産業に吹く追い風

８



海外における富裕層の増加

９


